
令和元年度第 2回総合計画審議会の概要 

 

日 時：令和 2年 1月 30日（木）13時 30分～14時 20分 

場 所：市役所 2階「市長会議室」 

出席者：18名／25名中 

欠席者：7名 

次 第： 

(1) 美唄市総合計画審議会「部会」の意見集約について     【資料 1】 

(2) 第 7期美唄市総合計画（基本構想）たたき台について    【資料 2】 

   第 7期美唄市総合計画に係るこれまでの協議経過について 【資料 3】 

   第 7期美唄市総合計画等市民検討会議「部会意見」について【資料 4】 

概 要： 

(1) 美唄市総合計画審議会「部会」の意見集約について 

○修正、追記なし（原案どおり） 

 

(2) 第 7期美唄市総合計画（基本構想）たたき台について 

【説明概要】 

○本日は、これまでの経過及び進捗状況について、ご説明したい。このかたちで成案化したもの 

ではありません。 

 ○本市は、今後とも急速な人口減少、少子高齢化が進むことが予想され、こうした中で持続可能 

なまちづくりを進めていくためには、市民一人ひとりが、ともに支え合い、分かち合うことが 

大切であるという認識に基づき、以下、5つの挑戦を掲げたところ。 

（１）ともに支えあい、安心して暮らせるまちづくり 

（２）地域資源を生かした「にぎわい」と「活力」あふれるまちづくり 

（３）地域に根ざし、暮らしに学ぶまちづくり、 

（４）人と自然が共生した安全・安心のまちづくり 

（５）市民が主役の誰もが活躍できるまちづくり 

○持続可能な世界を実現するための国際的な目標であるＳＤＧｓの視点も踏まえ、計画を策定し 

たいと考えています。 

 ○今後のスケジュールは、 

・来月、2月中旬に新委員（任期：令和 2年 2月 1日～令和 4年 1月 31日）による総合計画審議 

会を開催して提示し、ご意見を賜りたいと考えています。 

 ・3月の令和 2年第 1回市議会定例会に特別委員会を設置していただき、議会のご審議を踏まえ 

た上で、パブリック・コメントを経て、基本構想を決定したいと考えています。 

・基本計画の策定については、今年の 7月頃になるかと思いますが、資料ができた段階で総合計 

画審議会に諮問したいと考えています。 

 

 

 

 



【質疑応答】 

○【委員】ＳＤＧｓの「2 つくる責任 つかう責任」（持続可能な消費と生産のパターンを確保す  

る）が、基本構想のどこにも出てこないが、（2）地域資源を生かした「にぎわい」と「活力」 

あふれるまちづくりに入れた方が良いのではないか。 

【事務局】検討してまいりたい。 

○【委員】美唄市の受動喫煙防止条例や貯筋体操は、市民の健康にプラスになっており、高く評 

価されている。介護費用は、他の市町村より低く抑えられていると聞いている。こうした市民 

活動の良い面も次の計画に盛り込んではどうか。 

【事務局】今後、「基本構想」の後にご審議いただく「基本計画」を策定していく中で、こうし 

た取組みについて検討してまいりたい。 

○【委員】①挑戦１「（1）ともに支えあい、安心して暮らせるまちづくり」について、生活の安 

定は、町内会や老人クラブなど身近な地域コミュニティに入ることで、互助、共助の人と人、 

心と心の結びつきによって得られていると感じている。基本構想でも原則として、市民が中心 

となって取り組むことになっており大賛成だ。「地域コミュニティ」という考え方は、是非、盛 

り込んで欲しい。 

【事務局】今後十分に協議してまいりたい。 

 ○【委員】老人クラブ連合会も、自分達が頑張ってまちづくりをしていくことを基本において活 

動している。美唄市は 41％を超える約 9,000人余りの高齢者が、毎日元気な生活を送り、商店 

などで消費活動を行っている。このことは、健康づくりの観点からも、市の経済を支える観点 

からも非常に大きい。このことも是非考えていただきたい。 

また、老人クラブでは、いろいろな行事を計画している。行事をつくらないと人は集まらな 

い。賑わいづくりは、まず人が集まることを考える。高齢者は引っ込み思案になるので、外出 

の機会をつくってあげることは、健康づくり、理解づくり、最終的にはまち全体の賑わいづく 

りにつながる。こうした観点も意識していただきたい。 

【事務局】今後十分に協議してまいりたい。 

 ○【委員】5つの挑戦の（3）地域に根差し、暮らしに学ぶまちづくりの重点施策②に、時代を担 

う人材育成とある。これも基本原則で述べている市民が主役となってこれを実施する。そうい 

う観点から平成 27年 11月 1日に美唄市の 30数団体が呼びかけに賛同して、「美唄市教育の 

日」を設け学校、家庭、地域、みんなの力でふるさと美唄を担う子どもたちを見守っている。 

教育委員会では、毎年この日に地域一斉参観日を実施し、600人を超える市民が参加して、子 

どもに対する理解を深めているが、市民の機運が高まっていない。子どもを育てるのはみんな 

でやるという観点を入れてほしい。 

  【事務局】今後十分に協議してまいりたい。 

○【委員】ＳＤＧｓについて、基本構想に取り入れたのはどの段階か。また、ＳＤＧｓの持続可 

能なまちづくりの推進は、行政だけではなく、民間を巻き込んでいく必要がある。市は、企業 

や団体などにもＳＤＧｓの推進を働きかけていくべきだ。 

【事務局】市民検討会議のご意見として、ＳＤＧｓを含めたものにすべきとのご意見をいただ 

いた。また、民間の推進については、今後十分に検討してまいりたい。 

 

了 


